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第1章 はじめに

1.1. RED HAT JBOSS BRMS について

Red Hat JBoss BRMS は、ビジネスルール管理と複合イベント処理を組み合わせるオープンソースの意
思決定管理プラットフォームであり、ビジネス上の意思決定を自動化し、ビジネスロジックをビジネス
全体で利用できるようにします。

Red Hat JBoss BRMS は、すべてのリソースが保存される集中リポジトリーを使用します。これによ
り、ビジネス全体で一貫性や透明性を維持し、監査を行えます。ビジネスユーザーは、IT 担当者のサ
ポートを受けなくてもビジネスロジックを編集できます。

このリリースには、Business Resource Planner が含まれています。

Red Hat JBoss BRMS は Red Hat Enterprise Linux 7 (RHEL7) での使用がサポートされています。

1.2. サポートされるプラットフォーム

Red Hat JBoss BPM Suite および Red Hat JBoss BRMS は以下のプラットフォームでサポートされ、テ
ストされています。

Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 6.4.7

Red Hat JBoss Web Server 2.1, 3.0

IBM WebSphere Application Server 8.5.5

Oracle WebLogic Server 12.1.3 (12c)

Red Hat JBoss Fuse 6.2.x

1.3. IBM WEBSPHERE APPLICATION SERVER について

IBM WebSphere Application Server (以下 WAS という) は、Java ベースの web アプリケーションをホ
ストし、Java EE 認定ランタイム環境を提供する柔軟性のある、安全な web アプリケーションサーバー
です。WAS 8.5.5 は Java SE 8 に対応しており、バージョン 8.5.5.6 以降 Java EE 7 に完全準拠していま
す。

1.3.1. IBM WebSphere Application Server の使用開始

WAS のダウンロードおよびインストール
IBM WebSphere Application Server をインストールするには、まず IBM Installation Manager をダウン
ロードし、インストールする必要があります。

1. IBM Installation Manager バージョン 1.8.5 以降は、IBM Installation Manager and Packaging
Utility download links ページからダウンロードします。

2. ダウンロードしたアーカイブを展開し、root に切り替えてから、新規ディレクトリーで以下の
コマンドを実行します。

./install

IBM Installation Manager が開きます。インストーラーが、このマネージャーのインストール
のプロセス全体について説明します。

第第1章章 はじめにはじめに
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3. インストールされたマネージャーを開き、File → Preferences に移動してから Add Repository
をクリックします。
Add Repository ダイアログウィンドウが開きます。

4. IBM WebSphere Application Server 8.5 のリポジトリー URL を入力します。すべてのリポジト
リー URL は、IBM Knowledge Center の Online product repositories for WebSphere
Application Server offerings ページで参照できます。以下は例になります。

http://www.ibm.com/software/repositorymanager/com.ibm.websphere.APPCLIENT.v85

5. プロンプトが表示されたら IBM ID 認証情報を入力し、Connection ステータスが緑色になった
ら、OK をクリックします。

6. Install をクリックします。

7. インストールするパッケージを選択し、Next をクリックします。尋ねられる場合は、推奨され
るすべての修正もインストールします。

ユーザーの作成およびインストールの確認

1. WebSphere Customization Toolbox 8.5 で、Profile Management Tool を開きます。

2. Create… をクリックして、Application Server 環境のユーザーを作成します。

3. 開かれる WebSphere Application Server - First Steps ウィンドウで、Installation
Verification をクリックし、サーバーが適切にインストールされたことを確認します。

サーバーの起動

1. インストールされたアプリケーションサーバーの bin ディレクトリーに移動します (デフォルト
では /opt/IBM/WebSphere/AppServer にあります)。

2. root に切り替え、./startServer.sh APPLICATION_SERVER_NAME を実行します。たとえ
ば、以下のようになります。

./startServer.sh server1

3. web ブラウザーで http://TARGET_SERVER:9060/ibm/console に移動し、前の手順で作成さ
れたユーザーの認証情報でログインします。
Integrated Solutions Console が開きます。

注記注記

サーバーは使用しなくなった時点で停止するようにしてください。コンソールをログア
ウトし、root で ./stopServer.sh APPLICATION_SERVER_NAME を実行します。以下
は例になります。

./stopServer.sh server1

詳細は、WebSphere Application Server バージョン 8.5.5 のドキュメント  を参照してください。

1.4. RED HAT JBOSS BRMS FOR IBM WEBSPHERE APPLICATION
SERVER について

Red Hat JBoss BRMS 6.4 IBM WebSphere のインストールおよび設定ガイドのインストールおよび設定ガイド
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Red Hat JBoss BRMS for IBM WebSphere Application Server は、2 つのデプロイ可能な web アプリ
ケーションのアーカイブとして提供されます (business-central.war および kie-server.war)。これは、
他の web アプリケーションと同様にデプロイされ、設定されます。

注記注記

Red Hat JBoss BRMS 6.4 は、IBM WebSphere Application Server のバージョン 8.5.5 で
サポートされています。

Red Hat JBoss BRMS の IBM WebSphere Application Server へのインストールは、Red Hat JBoss
BRMS のバージョン 6.0.2 以降サポートされています。本書では、IBM WebSphere Application Server
8.5.5 のフルプロファイル版での Red Hat JBoss BRMS のインストールおよび設定について扱います。

インストールの前に、セットアップが問題なく行えるようにいくつかの設定手順を実行する必要があり
ます。本書の手順に従ってサーバーを設定してください。

まず開始する前に、IBM WebSphere Application Server にアクセスでき、web ブラウザーを使って IBM
WebSphere の管理コンソール (通常は http://TARGET_SERVER:9060/ibm/console にあります) にア
クセスできることを確認してください。

第第1章章 はじめにはじめに
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第2章 ダウンロードおよび展開
本章で説明されている手順に従って Red Hat JBoss BRMS for IBM WebSphere Application Server をダ
ウンロードし、展開します。

2.1. RED HAT JBOSS BRMS FOR IBM WEBSPHERE APPLICATION
SERVER のダウンロード

デプロイ可能な IBM WebSphere Application Server 用の Red Hat JBoss BRMS パッケージファイルを
Red Hat カスタマーポータルからダウンロードするには、以下を実行します。

1. Red Hat カスタマーポータル  にアクセスし、ログインします。

2. ページ上部の ダウンロード をクリックします。

3. 表示された 製品のダウンロード ページで Red Hat JBoss BRMS をクリックします。

4. Version のドロップダウンメニューから、6.4 を選択します。

5. Red Hat JBoss BRMS 6.4.0 Deployable for WebSphere 8.5 に移動して Download をクリック
します。

2.2. RED HAT JBOSS BRMS FOR IBM WEBSPHERE APPLICATION
SERVER の展開

Red Hat JBoss BRMS のダウンロードされたインストール ZIP ファイル (jboss-brms-6.4.0.GA-
deployable-was8.zip) には、展開されていない形式での Business Central WAR のデプロイ可能なアー
カイブ (business-central.war) と Realtime Decision Server WAR のデプロイ可能なアーカイブ (kie-
server.war) が含まれます。

ダウンロードされた ZIP ファイルを展開し、デプロイ可能な WAR ファイルにアクセスできるようにし
ます。

unzip jboss-brms-VERSION-deployable-was8.zip

Red Hat JBoss BRMS 6.4 IBM WebSphere のインストールおよび設定ガイドのインストールおよび設定ガイド
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第3章 設定
Red Hat JBoss BRMS を IBM WebSphere Application Server に web アーカイブとしてデプロイする前
に、サーバーがデプロイ可能な WAR ファイルを受け入れるように設定します。本セクションで説明さ
れている手順に従って Red Hat JBoss BRMS を IBM WebSphere Application Server にデプロイしま
す。

いずれの手順を実行する前に、管理者ログインを使って IBM WebSphere コンソールにログインしま
す。ユーザーログイン URL は http://TARGET_SERVER:9060/ibm/console (例: 
http://localhost:9060/ibm/console) です。

IBM Integrated Solutions Console と Welcome 画面が開きます。コンソール左側にあるメインメ
ニューには、アプリケーションサーバーを設定するために必要なすべてのリンクが含まれています。

図3.1 IBM Integrated Solutions Console

3.1. JVM ヒープサイズの拡大

デフォルトの JVM ヒープサイズの場合、IBM WebSphere Application Server は Business Central のデ
プロイ時にフリーズするか、またはエラーが発生します。ヒープサイズを拡大するには、以下を実行し
ます。

1. Integrated Solutions Console で、Servers → Server Types → WebSphere Application
Servers に移動します。

2. アプリケーションの一覧で、Business Central をデプロイするサーバーをクリックします (例: 
server1)。
選択したサーバーの設定ページが開きます。

3. 右側の Server Infrastructure の見出しで、Java and Process Management → Process
Definition をクリックします。

図3.2 Application Server 設定ページ

第第3章章 設定設定
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図3.2 Application Server 設定ページ

4. 右側の Additional Properties の見出しにある Java Virtual Machine をクリックします。

図3.3 プロセス定義の設定ページ

Red Hat JBoss BRMS 6.4 IBM WebSphere のインストールおよび設定ガイドのインストールおよび設定ガイド
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図3.3 プロセス定義の設定ページ

ここで、サーバーの起動に使用する JVM の設定プロパティーが表示されます。

5. Initial Heap Size と Maximum Heap Size を 2048 に変更します。これは Red Hat JBoss BRMS
でテスト済みの設定です。

図3.4 JVM 設定ページ

第第3章章 設定設定
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図3.4 JVM 設定ページ

6. 一番下の Apply をクリックします。
Messages ポップアップウィンドウが Application Servers 設定ページの先頭に表示されます。
これらの設定内容をこの時点でマスター設定に保存することを選択できます。

図3.5 メッセージのポップアップ

Red Hat JBoss BRMS 6.4 IBM WebSphere のインストールおよび設定ガイドのインストールおよび設定ガイド
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7. この時点でサーバーを再起動するか、または設定の変更が加えられるまで待機します。

3.2. セキュリティー設定の変更

Business Central アプリケーションを機能させるには、IBM WebSphere Application Server でセキュリ
ティーの設定を変更する必要があります。サーバーが提供するコンテナーで管理される認証メカニズム
を有効にするには、以下を実行します。

1. メインメニューで、Security → Global Security をクリックします。オプション Enable
Application Security にチェックが付けられていることを確認します。これはすでにチェック
が付けられいるものの、サーバーレベルで上書きされている場合があります。

図3.6 グローバルセキュリティー設定ページ

2. 右側の Custom Properties をクリックしてから New… を選択し、以下の詳細情報を使って新
規カスタムプロパティーを入力します。

Name: com.ibm.ws.security.web.logoutOnHTTPSessionExpire

Value: true

このプロパティーの設定により、サーバーはセッションの無効化により LTPA トークンを無効
にします。これにより、同じブラウザーを使う複数ユーザーのログアウトのプロセスの一貫性
を維持することができます。

3. Apply をクリックしてから、OK をクリックします。

3.3. ユーザーおよびグループの作成

1. 左側のメインメニューで、Users and Groups → Manage Groups をクリックします。

2. Create… をクリックして、admin および analyst という 2 つのグループを新規に作成します。

図3.7 作成されたグループ

第第3章章 設定設定
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図3.7 作成されたグループ

注記注記

Realtime Decision Server をインストールする場合は kie-server グループも追加
します。また、API を使用する場合は REST API グループを追加します。API
ロールについての詳細は、「Red Hat JBoss BPM Suite Development Guide の
Remote API」の章を参照してください。

3. 左側のメインメニューで、Users and Groups → Manage Users をクリックします。

4. Create… をクリックし、ユーザーの認証情報を入力します。

重要重要

選択した User ID がロールまたはグループの既知のタイトルと競合 しない こと
を確認してください。

たとえば、admin と呼ばれるロールがある場合に、admin という名前のユー
ザーを作成 することはできません。

図3.8 ユーザーの作成ダイアログウィンドウ

Red Hat JBoss BRMS 6.4 IBM WebSphere のインストールおよび設定ガイドのインストールおよび設定ガイド
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図3.8 ユーザーの作成ダイアログウィンドウ

5. Group Membership をクリックし、ユーザーを前に作成した admin グループに割り当てま
す。

注記注記

このユーザーは、作成したグループのいずれにも割り当てることができます。実
稼働システムでは、ビジネスロールに連動するように個別のグループに個別の
ユーザーを作成することが予想されます。admin グループはこれらすべてを包
含するグループであるため、この設定の目的で使用できます。

6. Create をクリックします。

3.4. セッション管理カスタム設定

1. 左側のメインメニューで、Servers → Server Types → WebSphere Application Servers に移動
し、Business Central をデプロイするサーバーを選択します。

2. 右側の Container Settings の見出しにある Session Management をクリックします。

3. 右側の Additional Properties セクションで、Custom Properties をクリックしてから New…
をクリックします。

4. 必要な情報を入力します。

Name: InvalidateOnUnauthorizedSessionRequestException

Value: true

5. Apply をクリックしてから、OK をクリックします。
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3.5. データソースのセットアップ

Business Central アプリケーションにはデータソースが必要であり、データソースは実際の WAR ファ
イルのデプロイメント前に作成しておく必要がありす。つまり、データソースの接続先の基礎となる
データベースにアクセスできる状態でなければなりません。使用する基礎となるデータベースの種類を
問わず、データソースの準備ができていることを確認してください。以下の手順に従ってデータソース
を設定します。

注記注記

以下の手順では、Oracle Database 12c でのデータソースの設定が説明されています。

JDBC プロバイダーの作成プロバイダーの作成

1. Resources → JDBC → JDBC Providers をクリックして JDBC Providers ページを開きます。

2. JDBC Providers ページの上部にある Scope をクリックします。お使いのサーバーとノードを
含むようにこの JDBC プロバイダーのスコープを選択します。すべてのスコープ は指定 でき
ない ことに注意してください。

図3.9 JDBC プロバイダーのスコープ設定

3. New… をクリックします。
Create a New JDBC Provider ページが開きます。

4. 選択できるデータベースドライバーに基づいてフォームに入力します。

図3.10 新規 JDBC プロバイダーの作成の最初の手順
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図3.10 新規 JDBC プロバイダーの作成の最初の手順

データベースが一覧表示されていない場合は、Database Type 選択ボックスで User-Defined
オプションを選択し、実装クラス名を指定します。

たとえば H2、PostgreSQL、または MySQL の場合、実装クラス名はそれぞれ 
org.h2.jdbcx.JdbcDataSource、org.postgresql.xa.PGXADataSource、および 
com.mysql.jdbc.jdbc2.optional.MysqlXADataSource になります。

5. JDBC プロバイダーに説明的な名前を指定し、Next をクリックします。

6. 定義した JDBC ドライバークラスファイルのクラスパス情報を指定します。Apply をクリック
します。

図3.11 データベースクラスパスの定義

7. Next をクリックします。

8. Finish をクリックしてこの新規の JDBC プロバイダーを受け入れ、追加します。

図3.12 JDBC プロバイダー概要ページ
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図3.12 JDBC プロバイダー概要ページ

この新規 JDBC プロバイダーを使用して、Business Central の実際のデータソースを設定する必要があ
ります。

データソースを作成する前に、ダウンロードした Business Central WAR ファイル (business-
central.war) の WEB-INF/classes/META-INF ディレクトリーにある persistence.xml ファイルを開き
ます。<jta-data-source> タグ内で定義されているデータソースの JNDI 名を把握しておく必要があり
ます。Business Central の場合は、jdbc/jbpm になります。

また、hibernate.dialect プロパティーをお使いのデータベースに合わせて変更します。たとえば、基礎
となるデータベースが Oracle Database 12c の場合、プロパティーの値を 
org.hibernate.dialect.Oracle10gDialect に変更します。

データソースのセットアップデータソースのセットアップ

1. 左側のメインメニューで Resources → JDBC → Data Sources をクリックして Data Sources
ページを開き、適切なスコープが選択されていることを確認します。

2. New… をクリックします。

3. このデータソースの参照に使用する一意の データソース名、および persistence.xml ファイル
にある JNDI 名を入力します。

図3.13 新規データソース作成の最初の手順

Next をクリックします。

4. Select an Existing JDBC Provider ドロップダウンメニューから、先に作成した JDBC プロバ
イダーを選択し、Next をクリックします。

図3.14 JDBC プロバイダーの選択
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図3.14 JDBC プロバイダーの選択

5. データソースのデータベース固有のプロパティーの入力 の手順で、データベース JDBC URL を
入力し、Next をクリックします。

図3.15 データソースのデータベース固有プロパティーの入力画面

6. Setup Security Aliases 画面で、このデータソースに接続するための認証値を設定します。エ
イリアスが作成されていない場合は、画面下にある Global J2C Authentication Alias をクリッ
クします。この場合、Create a Data Source ウィザードが取り消されることに注意してくださ
い。

a. New… をクリックします。

b. Alias、User ID、および Password に入力します。

図3.16 新規セキュリティーエイリアスの作成
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図3.16 新規セキュリティーエイリアスの作成

c. OK をクリックします。

Setup Security Aliases 画面に戻り、Component-Managed Authentication Alias を新規に作
成されたエイリアスに設定し、Mapping-Configuration Alias を DefaultPrincipalMapping に
設定します。

また、XA リカバリーの別のエイリアスを作成し、設定することもできます。Authentication
Alias for XA Recovery が (none) に設定されている場合、コンポーネントで管理される認証エ
イリアスがデフォルトで使用されます。

図3.17 セキュリティーエイリアスの設定

Next をクリックします。

7. Summary 画面で、値を確認し、Finish をクリックします。また、変更をマスター設定に保存
する選択をします。

図3.18 データソース作成の概要画面
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図3.18 データソース作成の概要画面

8. すべてのデータソースの一覧から作成されたデータソースを選択し、基本的なメタプロパ
ティーを指定します。

9. 左側の Additional Properties セクションで Custom Properties をクリックします。
serverName、databaseName、userName、および password などのプロパティーを作成さ
れる必要あり、データベースごとに異なるものである必要があります。以下に、データベース
プロパティーのいくつかの例を示します。

表3.1 各種データベースのカスタムプロパティー

データベースデータベース プロパティープロパティー

H2 URL、user、password

MySQL serverName、databaseName、port、user、password

PostgreSQL serverName、databaseName、portNumber、user、password

Oracle jdbcURL

すべての接続プロパティーが定義されたら、Test Connection をクリックしてデータソースの有効性を
確認します。接続が成功する場合は、以下のメッセージが画面上部に表示されます。

The test connection operation for data source DATA_SOURCE_NAME on server SERVER_NAME at 
node NODE_NAME was successful.

3.6. JMS リソースのセットアップ

IBM WebSphere Application Server は、Red Hat JBoss BRMS 経由で JMS メッセージの送受信をする
ように設定される必要があります。ただし、これを実行する前に、サービスバスが存在することを確認
してください。サービスバスがない場合は、以下の手順に従ってサービスバスを作成します。

バスのセットアップバスのセットアップ
サービスバスの作成

1. 左側のメインメニューで、Service Integration → Buses をクリックします。

第第3章章 設定設定

19



2. New… をクリックします。

3. 名前を入力し、Bus Security オプションが unchecked であることを確認します。

4. Next をクリックしてから Finish をクリックし、サービスバスを作成します。

バスメンバーの追加
続行する前に、新規のバスメンバーを追加します。バスメンバーは、このサービスバスに追加されてい
るサーバーまたはクラスターです。

1. Service Integration → Buses に移動し、作成したサービスバスをクリックします。

2. 右側の Topology の見出しの下で Bus Members をクリックします。

3. Add をクリックします。

4. Add a New Bus Member ウィザードを使用し、最初の 2 つの手順でサーバーおよび永続性につ
いてのメッセージストアのタイプを選択します。以前の選択内容により、メッセージストアの
プロパティーを指定できる場合もあります。

5. 最後の手順で Finish をクリックし、新規のバスメンバーを追加します。

JMS 接続ファクトリーの作成接続ファクトリーの作成
Red Hat JBoss BRMS 間でのメッセージの送受信を実行するには、JMS 接続ファクトリーを作成する
必要があります。これは、メッセージをキューに送信するために使用される接続を確立するために必要
になります。

Red Hat JBoss BRMS は、Realtime Decision Server 用にのみ Java Messaging Services を必要としま
す。以下の手順を使用して以下の接続ファクトリーを作成します。 
KIE.SERVER.REQUEST、KIE.SERVER.RESPONSE、および KIE.SERVER.EXECUTOR。

注記注記

上に表示されるファクトリー名は推奨案であり、実際のニーズおよび会社のガイドライ
ンに基づいて名前を変更することができます。

1. 左側のメニューで、Resources → JMS → Connection Factories に移動します。

2. 適切なスコープが選択されていることを確認し、New をクリックします。

3. Default Messaging Provider オプションを選択し、OK をクリックします。

4. ファクトリーの名前および JNDI 名を入力します。以下が例になります。

Name: KIE.SERVER.REQUEST

JNDI name: jms/conn/KIE.SERVER.REQUEST

注記注記

KIE.SERVER.RESPONSE および KIE.SERVER.EXECUTOR の JNDI 名はそれ
ぞれ jms/conn/KIE.SERVER.RESPONSE および 
jms/conn/KIE.SERVER.EXECUTOR です。

5. Bus Name ドロップダウンリストから、先に作成したサービスバスを選択します。
残りのオプションは必須でないため、デフォルト値を残したままにすることができます。
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6. Apply をクリックして、変更をマスター設定に保存します。

JMS キューの作成キューの作成
次の手順では、JMS キューを作成します。これらのキューは、ポイントツーポイントメッセージング
(point-to-point messaging) の宛先エンドポイントになります。

Realtime Decision Server の場合、以下のキューを作成します。 KIE.SERVER.REQUEST (要求用)、 
KIE.SERVER.RESPONSE (応答用)、および KIE.SERVER.EXECUTOR (実行プログラムのサービス
用)。

重要重要

ログに警告が記録されることを防ぐには、KIE.EXECUTOR キューも作成します。

これらのキューを作成するには、以下を実行します。

1. メインメニューで、Resources → JMS → Queues に移動します。

2. 適切なスコープが選択されていることを確認し、New をクリックします。

3. Default Messaging Provider ラジオボタンを選択してから OK をクリックします。

4. キューの名前および JNDI 名を入力します。たとえば、以下のようになります。

Name: KIE.SERVER.REQUEST

JNDI name: jms/KIE.SERVER.REQUEST

注記注記

他のキューのすべての JNDI 名は上記の例と同じ規則に従います。

5. Bus Name ドロップダウンリストから、先に作成したサービスバスを選択します。

6. Queue Name ドロップダウンリストで、Create Service Integration Bus Destination を選択し
ます。
これにより、新規のサービス統合バスの作成に使用する Create New Queue フォームが開かれ
ます。このフォームでは、一意の識別子を入力し、本章で作成したバスメンバーを選択しま
す。

7. 画面下部で Apply をクリックし、変更をマスター設定に保存します。

JMS アクティべーション仕様の作成アクティべーション仕様の作成
JMS アクティべーション仕様は、キューとメッセージ駆動型 Bean 間のブリッジとして機能する必要が
あります。

Realtime Decision Server の場合、以下のアクティべーション仕様を作成します。 
KIE.SERVER.REQUEST (要求用)、KIE.SERVER.RESPONSE (応答用) および 
KIE.SERVER.EXECUTOR (実行プログラム用)。

重要重要

ログに警告が記録されることを防ぐには、KIE.EXECUTOR アクティべーション仕様も作
成します。
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1. メインメニューで、Resources → JMS → Activation Specifications に移動します。

2. 適切なスコープが選択されていることを確認し、New をクリックします。

3. Default Messaging Provider ラジオボタンにチェックを付けてから OK をクリックします。

4. アクティべーション仕様の名前および JNDI 名を入力します。たとえば、以下のようになりま
す。

Name: KIE.SERVER.REQUEST

JNDI name: jms/activation/KIE.SERVER.REQUEST

注記注記

他のアクティべーション仕様のすべての JNDI 名は上記の例と同じ規則に従いま
す。

5. Destination Type ドロップダウンリストで、Queue を選択します。

6. Destination JNDI Name (前の手順で作成) を入力します (例: jms/KIE.SERVER.REQUEST)。

7. Bus Name ドロップダウンリストから、先に作成したサービスバスを選択します。

8. 画面下部で、残りのフィールド値をそのままに残した状態で OK をクリックし、変更をマス
ター設定に保存します。

これで、Red Hat JBoss BRMS の IBM WebSphere Application Server での設定に必要な JMS 設定が正
常に完了しました。

3.7. カスタム JVM プロパティーの追加

IBM WebSphere Application Server を起動するために使用される JVM にカスタムプロパティーを追加
する必要があります。これらのカスタムプロパティーには、本書の前のセクションで説明されている設
定変更が反映されます。

1. メインメニューで、Servers → Server Types → WebSphere Application Servers に移動しま
す。

2. アプリケーションサーバーの一覧で、Business Central をデプロイするサーバーを選択しま
す。

3. 右側の Server Infrastructure の見出しで、Java and Process Management → Process
Definition をクリックします。

4. Additional Properties の見出しの下にある Java Virtual Machine をクリックします。
ここで、WebSphere Application Server の起動に使用する JVM の設定プロパティーが表示され
ます。

5. Additional Properties の下で Custom Properties をクリックします。

6. New… をクリックして以下のプロパティーを作成します。
Custom JVM Properties

表3.2 Business Central と Realtime Decision Server に必要なプロパティー
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名前名前 値値 説明説明

org.jboss.logging.
provider

jdk このプロパティーは、CA SiteMinder TAI 
(SMTAI) が環境にインストールされている場合
のみ必要になります。このプロパティーを使用
すると、Hibernate が Dashbuilder 内でログイン
するために log4j ではなく、JDK を使用するよ
う強制します。CA SiteMinder TAI (SMTAI)
には古いバージョンの log4j が含まれており、
これにより競合が生じます。

org.apache.wink.ja
xbcontextcache

off このプロパティーは、IBM WebSphere Apache
Wink フレームワークが JAXBContexts を
キャッシュしないようにします。キャッシュが
行われると、パフォーマンスにマイナスの影響
があり、REST API のカスタムタイプのシリアラ
イズへの干渉が生じるためです。

表3.3 Business Central に必要なプロパティー

名前名前 値値 説明説明

jbpm.ut.jndi.looku
p

jta/usertransaction タイマーなどの非管理スレッドからユーザート
ランザクションを検索するために使用されま
す。

org.uberfire.start.
method

ejb Uberfire の起動可能な Beans を定義します。

business-central.war のデプロイ時に以下の
警告メッセージが表示される場合、このプロパ
ティーを設定します。

WARNING: Unable to instantiate EJB 
Asynchronous Bean. Falling back to 
Executors' CachedThreadPool

注記注記
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注記注記

Red Hat JBoss BRMS は組み込みバージョンの Git を使用してアーティファクト
のバージョン管理を行います。このバージョンの Git は、標準および SSH アク
セス (org.uberfire.nio.git.ssh.port) のそれぞれについてポート 9418 および 
8001 を使用します。

これらの組み込み Git ポートが IBM WebSphere Application Server のお使いの
バージョンですでに使用されていないことを確認します。

これらのポートが使用されており、デフォルト Git ポートを変更する場合、それ
らは上記の手順を使用し、org.uberfire.nio.git.daemon.port および 
org.uberfire.nio.git.ssh.port プロパティーを設定して変更することができま
す。

詳細は、以下の ng LDAP プリンシパルおよびロール名の一致条件の設定 セク
ションを参照してください。

表3.4 Realtime Decision Server に必要なプロパティー

名前名前 値値 説明説明

kie.server.jms.que
ues.response

jms/conn/KIE.SER
VER.RESPONSE

Realtime Decision Server で使用される応答用の
接続ファクトリーの JNDI 名。

org.kie.server.dom
ain

WSLogin JMS の使用時にユーザーの認証に使用される
JAAS LoginContext ドメイン。

org.jbpm.designer.
perspective

ruleflow コマンドラインのこの引数は、デザイナーのデ
フォルトパースペクティブを Full ではなく 
RuleFlow に強制的に設定します。

org.jbpm.server.ex
t.disabled

true When set to true, disables BPM support (for
example, processes support). Must be disabled
for BRMS.

org.jbpm.ui.server.
ext.disabled

true When set to true, disables the Intelligent Process
Server UI extension. Must be disabled for BRMS.

7. これらの設定内容をマスター設定に保存します。

8. IBM WebSphere Application Server を再起動して変更を有効にします。

3.8. LDAP プリンシパルおよびロール名の一致条件の設定

ssh を使用し、Business Central にバンドルされる Git サーバーと対話するクライアントアプリケー
ションは、Uberfire サーバーによって提供されるセキュリティー API を使用して git 操作を実行できる
ように認証され、承認されます。Red Hat JBoss BRMS アプリケーションが、LDAP セキュリティーレ
ルムを使用して WebSphere Application Server (WAS) にデプロイされる場合、git クライアントは予想
通りに許可されない場合があります。それは、WAS で割り当てられるプリンシパル (ユーザーまたはグ
ループ名) の識別名 (DN) が LDAP でそのプリンシパルに関連付けられるより複雑な DN になるためで
あり、これにより、Uberfire サーバーがロールをマップしようとする際に名前の不一致が生じます。
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ロールマッピングが失敗しないようにするために、システムプロパティー 
org.uberfire.ldap.regex.role_mapper を使用して、LDAP プリンシパルのロール名への一致条件を制
御します。

システムプロパティー org.uberfire.ldap.regex.role_mapper は、LDAP プリンシパル名をアプリケー
ションのロール名にマップするために使用される regex パターンです。このパターンには、プリンシパ
ル値をロール名に一致させる際にアプリケーションのロール名で置き換えられる変数 role が含まれる
ことを確認します。パターンが一致する場合にのみ、ロールがユーザーに追加されます。

たとえば、LDAP の管理者グループの識別名 (DN) が cn=admin,ou=groups,dc=example,dc=com で
あり、意図されるロールが admin の場合、プロパティー org.uberfire.ldap.regex.role_mapper に以下
の値を設定すると admin ロールで一致項目を見つけることができます。

cn[\\ ]*=[\\ ]*role
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第4章 インストール
これで基本的な設定は終了し、IBM WebSphere Application Server は Red Hat JBoss BRMS をデプロイ
するように設定されます。これから、先に展開したデプロイ可能な WAR ファイルをアップロードでき
ます。

前述のように、IBM WebSphere Application Server の Red Hat JBoss BRMS ZIP ファイルには、
Business Central と Realtime Decision Server の両方のデプロイ可能な WAR ファイルが含まれます。

4.1. BUSINESS CENTRAL のインストール

Business Central は web アーカイブとしてアップロードされ、 
http://TARGET_SERVER:PORT/business-central からアクセスできます。Business Central WAR を
WebSphere アプリケーションとしてインストールしてデプロイメントを開始します。

1. メインメニューで Applications → Application Types → WebSphere Enterprise Applications
に移動します。
これにより、システムのすべての既存アプリケーションが表示され、新規のインストールが可
能になります。

2. Install をクリックしてインストールプロセスを開始します。

3. Business Central WAR ファイル (business-central.war) をローカルファイルからアップロード
します。詳細は、「Red Hat JBoss BRMS for IBM WebSphere Application Server の展開」  を
参照してください。

図4.1 アプリケーションインストールウィザードの準備

4. Next をクリックします。このプロセスには時間がかかる場合があります。

重要重要
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重要重要

以下のようなエラーメッセージが表示される場合があります。

EAR ファイルは破損しているか、または未完成である場合があります。アプ
リケーションが現行バージョンの WebSphere(R) Application Server の互換性
のある Java(TM) プラットフォーム、Enterprise Edition (Java EE) レベルにあ
ることを確認してください。
java.lang.NullPointerException

その場合、コマンドラインで ulimit -n を実行します。結果が 1024 の場合、
オープンファイル記述子の数を増やします。推奨値は 100 000 です。

5. Fast Path ラジオボタンを選択してから Next をクリックします。

6. Application Name を、Select Installation Options 手順の business-central に変更し、Next
をクリックします。

7. Map Modules to Servers の手順で、要件に応じて Business Central モジュールをサーバーに
マップします。

8. Map Virtual Hosts for Web Modules の手順では、デフォルト値をそのままにして Next をク
リックします。

9. 次の手順では、コンテキストのルートを business-central に設定します。

10. Metadata for Modules 手順では、デフォルト値をそのままにして Next をクリックします。

11. Summary ページで、Finish をクリックし、Business Central をインストールします。このプロ
セスには時間がかかる場合があります。このプロセスの終わりに変更をマスター設定に保存し
ます。

WebSphere Enterprise Applications ページに戻ります。ここには、business-central が新規アプリ
ケーションとして一覧表示されます。ただし、これはこの時点では停止された状態になります。アプリ
ケーションを起動する前に、グループをロールにマップし、クラスローディングを設定し、Bouncy
Castle Crypto API を有効にする必要があります。

グループとロールのマッピング

1. business-central アプリケーションをクリックしてアプリケーション設定ページを開きます。

2. 左側の Detail Properties の見出しにある Security Role to User/Group Mapping をクリック
します。

3. admin ロールを選択し、上部にある Map Groups… をクリックします。

4. admin グループを検索 (または単に Search ボタンをクリック) して、これを Available 一覧か
ら Selected 一覧に移動します。OK をクリックします。
このマッピングにより、先に作成した管理者ユーザーに Business Central アプリケーションへ
のアクセスが付与されます。

5. analyst ロールについても同じ手順に従い、設定を保存してください。

Business Central にアクセスできる他のグループまたはユーザーがある場合、同じ手順を使用してそれ
らを admin または analyst ロールにマップします。

注記注記
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注記注記

Realtime Decision Server もインストールしている場合には、このユーザーに kie-server
ロールへのアクセスを付与します。さらに、REST API を使用する場合には、該当する
REST API ロールをマップします。API ロールについての詳細は、『Red Hat JBoss BPM
Suite Development Guide』の「Remote API」の章を参照してください。

クロスローディングの設定
以下の手順に従って、クロスローディングの設定が正しいことを確認します。

1. メインメニューで Applications → Application Types → WebSphere Enterprise Applications
に移動します。

2. business-central をクリックします。

3. 左側の Detail Properties の見出しにある Class Loading and Update Detection をクリックし
ます。

4. 以下のオプションにチェックを付けます。

Class Loader Order: まず、ローカルクラスローダーでのクロスローディングが行われます
(親が最後になります)

WAR Class Loader Policy: アプリケーションの単一クラスローダー

図4.2 クロスローディングの設定
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図4.2 クロスローディングの設定

5. OK をクリックし、変更をマスター設定に保存し、IBM WebSphere Application Server を再起
動します。

Bouncy Castle Crypto API の有効化
Business Central での Git SSH リポジトリーのクローンおよび kie-config-cli を有効にするには、
Bouncy Castle Crypto API が設定されている必要があります。以下の手順に従って API を有効にしま
す。

1. org.apache.sshd.registerBouncyCastle プロパティーを true に、org.uberfire.domain プロ
パティーを WSLogin に設定します。カスタムプロパティーの設定方法についての詳細
は、「カスタム JVM プロパティーの追加」 を参照してください。

2. 適切なバージョンの Bouncy Castle を使用して、Business Central から参照される共有ライブラ
リーとして Bouncy Castle API を設定します。

i. 左側のメインメニューで、Environment → Shared Libraries に移動し、適切なスコープを
選択してから New… をクリックして新規ライブラリーを作成します。

ii. ライブラリー名を指定し、クラスパスをBouncy Castle ライブラリー (bcprov-jdk16-
1.46.jar) に設定します。OK をクリックして設定を保存します。

注記注記
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注記注記

bcprov-jdk16-1.46.jar パッケージについての詳細は、「Maven Repository 
— Bouncy Castle Provider」ページを参照してください。

iii. Applications → Application Types → WebSphere Enterprise Applications に移動
し、business-central をクリックします。

iv. 左側の References の見出しにある Shared Library References をクリックして、web モ
ジュールを選択し、Reference Shared Libraries をクリックしてから直前の手順で作成さ
れた Bouncy Castle ライブラリーを Available から Selected の一覧に移動します。

図4.3 共有ライブラリーのマッピング

v. OK をクリックして設定を保存します。

You have now successfully installed Business Central on IBM WebSphere Application Server.

アプリケーションを起動するには、Applications → Application Types → WebSphere Enterprise
Applications ページに戻り、business-central チェックボックスを選択してから Start をクリックしま
す。

アプリケーションにアクセスするには、web ブラウザーで http://TARGET_SERVER:PORT/business-
central に移動します。

4.2. REALTIME DECISION SERVER のインストール

Realtime Decision Server は web アプリケーションアーカイブファイル (kie-server.war) として配布さ
れ、Red Hat JBoss BRMS 6.4.0 Deployable for WebSphere 8.5 ダウンロードにあります。

注記注記

「ユーザーおよびグループの作成」 で説明されている手順に従って Realtime Decision
Server で必要な kie-server ロールを作成していることが想定されます。まだこれを実行
していない場合は、本書のそれぞれのセクションを参照してください。
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1. 左側のメインメニューで、Applications → Application Types → WebSphere Enterprise
Applications に移動します。
これにより、システムのすべての既存アプリケーションが表示され、新規のインストールが可
能になります。

2. Install をクリックしてインストールプロセスを開始します。

3. Realtime Decision Server WAR ファイル (kie-server.war) をローカルファイルシステムから
アップロードします。

4. Fast Path ラジオボタンを選択してから Next をクリックします。
Install New Application ウィザードが開きます。

5. 最初の手順で Application Name を kie-server に変更し、Next をクリックします。

6. 次の手順で、要件に合わせて Realtime Decision Server モジュールをサーバーにマップ
し、Next をクリックします。

7. In the Bind Listeners for Message-Driven Beans step, select the Activation Specification
radio button for both the beans. Enter jms/activation/KIE.SERVER.EXECUTOR as Target
Resource JNDI Name for the KieExecutorMDB bean, and 
jms/activation/KIE.SERVER.REQUEST for the KieServerMDB bean.

8. 次の手順で、リソースの参照を実際のリソースにマップします。先に作成した 
KIE.SERVER.REQUEST 接続ファクトリーの JNDI 名 jms/conn/KIE.SERVER.REQUEST を入
力します。

9. Map Virtual Hosts for Web Modules の手順では、デフォルト値をそのままにして Next をク
リックします。

10. 次の画面で、コンテキストのルートを kie-server に設定します。

11. Metadata for Modules 手順では、デフォルト値をそのままにして Next をクリックします。

12. Finish をクリックして Realtime Decision Server をインストールします。このプロセスの終わ
りに変更をマスター設定に保存します。

クロスローディングの設定
以下の手順に従って、クロスローディングの設定が正しいことを確認します。

1. Applications → Application Types → WebSphere Enterprise Applications に移動し、kie-
server をクリックします。

2. 左側の Detail Properties の見出しにある Class Loading and Update Detection をクリックし
ます。

3. プロパティーで、Class Loader Order を Classes loaded with local class loader first (parent
last) に、WAR Class Loader Policy を Single class loader for application に変更します。

4. 変更をマスター設定に保存します。

グループとロールのマッピング
kie-server ロールをユーザーまたはグループにすでにマップしている場合は、この手順を無視してくだ
さい。そうでない場合は、以下を実行します。

1. 新規にインストールされた kie-server アプリケーションのメイン設定ページに戻ります
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1. 新規にインストールされた kie-server アプリケーションのメイン設定ページに戻ります
(Applications → Application Types → WebSphere Enterprise Applications)。左側の Detail
Properties 見出しにある Security Role to User/Group Mapping をクリックします。

2. kie-server ロールを選択し、Map Groups… をクリックして次の画面で kie-server グループを
検索します (または単に Search ボタンをクリックします)。

3. これを Available 一覧から Selected 一覧に移動します。OK をクリックします。

このマッピングにより、先に作成した管理者ユーザーに Realtime Decision Server へのアクセスが付与
されます。

変更を保存して、kie-server アプリケーションを起動できます。

http://TARGET_SERVER:PORT/kie-server/services/rest/server で GET 要求を送信し、Realtime
Decision Server REST API が機能するかどうかを確認します。
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